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す：

れ

ぼ

藥
•く

之

を
»
 

用
し
：得

：る

の

で

あ

：
.石
':
0

元

來

同
.I

行

爲

を
«

ト

返
-
.へ
し
行
ふ
こ

i

は
::
'
,
'
.
ぞ
，れ
3f
e

勞
#
 

.の

效

«
:
を 

高

む

る

所

以

杉

あ

る

け

，れ
ざ
も
、而

毛

如

时

ぼ

熱

棘^
^
る
勞
働
で
あ
：つ
て
も
、其
作
業
を

#

む
.：

る 

爲
め
，に

1

々
辱
が
準
備
を

'な
一
し
滅
餘
を
新
..設t

な

、
け

れ

，
ば

な

ら

ぬ

.
も

の

g

す
れ
ば
、輿

ft
用
徒
、
. 

ら
：に
：大
"デ

な
0
:て
、馨
_

濟
ー
的
敎
^

^

る
'し
く
減
へ
雜
ぜ
ら
-れ
る
で
あ
ら

5

0

へ
然

.：
る

，
に

：
今

'

®

 ̂

の

癖

營

が

常
_

の
_

備
：を
有
す
：爸 

は
他
，：の
慰
：濟

は

之

を

利

用

す

る

：に..ょ
：つ
^
.镩
.も
：.少 

な
.：き
费
-用
に
て
.
其
必
：寒
.を
'辨

ぱ

得

：る
左
共
_に
、ヌ
此
：
の
獨
：立
，

Q
'

經

營

は
■其
施
t

e
を
，⑷
^

#

,る
«
 

ぎ
：り

多

ぐ

利

用

：す
'る
に
ょ
.つ
て
最
も

«
.濟
舶

「

に
；

其
：；

自v

的
、を

.達

.
'し
得
る
も

.
の
' 
で
あ
':

る
。

此〈

故
に 

經
營
は

「

足
の
施
；ま
を
有
す
る
：分

*
.
勞
働

」

の
'組
_

f
 

:
あ
，.る
> 

從
從
つ

:T
.

何
：#

常
，設

：：

.の
^

設
：を
有 

.せ
ざ
る
分
業
：：勞
働
の
、組
：織

.：は

：
經

.
營

巧

必

_

な
：：名

十

分
'
s
'喪
素
を

#

:
す
る
も
の

i

云
^

こ
士
は 

出
來
な
い
：の
で

'
あ
石

,0「

 

_

, '

常
置
、の
施

.設
樣
：有
：せ

ざ
る

勞

働
IU
職

は

今

；日
.奇

人

は

，傅

到
'
'る
所
に
發
見
：す
る

9
ゃ
例
へ
ば
間 

犀 

'ょ
が

#

朝V

借
h

入
'
.れ
^
 

^歯
品
を

.

.戶
，毎
：
.；
に
へ
賣
：：
タ

雜

本

#

、
；萌

事

：

«

所

4>
«「

せ 
'ぎ
ぺ
る.；オ
；收

b

、ブ
，
 

u,
I

力
丨
、植

〗

路
：の
坂
：を
上
る
荷

®

®

.後

.神
し
を
な
重
ん
坊
を

.秫
す

‘

i
to
勞

«

溝
は
、料

之

第二十
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卷

(
1

二
5
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i

w
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第

二

號

ニ」

、

れ
多
數
の
：經
濟
に
必
耍
？
す

る

.一
定
の
貨
物
又
は
勤
務
等
の
同
一
の

.提
供
行
爲
を

21.

的

VJ.

す 

る
勞
働
の
秩
序
的
統
制
的
組
織
で
あ
る
。

此
等
は
分
業
..組

0
?

し
て

.
廣
義
の
經
營

■に
.«

す
る 

け
れ

r 
£

を
本
來
の
經
營
マ

」

W

し
得
る
，や
否
や
、私
に

.
於
て
は
疑

.間
の

_存
す
る
所
で
あ
る
。
 

私
は

f

て
商
業

.を
定

.

.義
し
て
配
給
勞
働
の
齟
織
ど
云
ひ
て
、

{三
3
.學
會
雜
誌
第
十
七
脅
第
三
妮 

拙
相
及
び

’國
歧
經
濟
有
誌
前
揭
論

_文)

配
給

.：行
爲
を

.專
務
ざ
す
る

»

營
マ」

云
.

^
に
_

曙
し
た
の

~ 

は
.
'此
の
爲

.め
-
で

*
あ
る
ザ

.
-
. 
V

,

:

:
 

•
. 

卜
：

.

.

.

!
* 

- 

f
' 

-

:-
■;

「

し
 

iff 

'■:
:
' 

.
,■
'■■;
■

'

•:
'
.
;
. 

.
:
" 

'

t 

.

私
は
飾
に
大
疋
卞
一
一
サ
年
に
經
營
勞
働
を

.

精
，神
的
每 

內
困
雛
な
の

」

は
前
者
で
、錄
者

■

は
機
械
的
に
行
は
れ
る
こ

‘ 

f

を
一
說
明
し
た
。
慶
靡
義
塾

^

學
：：

經 

濟
學
.部
編
輝
濟
學
說

#

_

«
稿
*

照
、
f
國
民
”

舉
濟
_

誌
：前
福
翁
文

_

八
_

に
柱
餐
：勞 

働
に
.

於
け
る
.

此
各
糖
.

神
：的
#

働
蟑
凡
-

て
：©.
»

晝
，を
寧
め
、經
篯
活
動
を
，撒
視
、統
制
し

_

成
®

を
：
 

ff
l

i

s

す
る
を
.

：其
.

任
務
な
す
.

る
で
，あ

'經
；
.

營
は
此

.
.
Q
:
,

勞
働
に
ょ
つ
て

«I
J

造
せ
'

ら
.

れ
、«

藤
式
ft 

容
.

も
亦
全
く
此
の
勞
働

0

ょ
.

り
'
て
輿
め
ら
.

れ
ー
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
其

.

判
斷
贫
決
定
.

は
‘域
己 

Q

力
：
の
及
は
ざ
：
る
，' 外

.*
の：摩
情
：に
：左
右
せ
ら
：れ

.

る'

-#
'、何
人
に
.，も
拘

«

せ
&

if
な
岬
の
で
あ
る
。

經
：蕾
經
濟
に
於
け
る
：統
一
的
意
思

f

經
營
韋
：思
‘
'

の
'

作
：用
之
で
あ

.

る
。

經
：.
營
を
*
成
す
る
此 

Q

精
神
的
勞
働
；：

が
®

營
を
支
■配
す

る

に

反
む
、採
術
的
：勞

«

は
，
前

以

て

宛

：
め

：
，

れ

た

：
る

此

0

11
* 

f

f

i

に
從
ひ
、其
活
動
：は
：與
へ
ら
れ
た
る
經
，營
：

,©

形
®

內
”

容
は
®

從
一
致
せ
し
.め
兔
れ
る
ゆ
で
あ 

る
。:

:

則
ち
前
客
ほ
支
配

#

0

れ
る

の

で
あ
る
。
.

換
：言
'

す
れ
：.
诚
此
の
努
働
，
«

其
勞
«

の」
方

針

：：
を 

S
T

ら
定
„

む
る
®

tf
:

I

を
.

有」

し
な
い
:;
£

^

の
行
.

動
,

於
悉
ぐ
规
へ
定
せ
ら
れ
拘
ヾ
來
せ

'

^

ft

ヾ
て
ゐ
る
.の
で 

あ
る
？
'

此
.

の
_

束
性
ー
こ
：
こ
：
は
：

®

：

a
技
：：

術

的

勞

：働.
の.
.

本
.

質
：癸
な
：ず
も

.

の
：.
で.
あ
.

る
。
{

私
は
：最
近
ぃ
フ
7
 

K
、

ゴ
V

ト

ペ
ォ
ッ
ト
ヌ
リ
エ
ン
.フ

チ
^

ド
氏
の
_

*

;

0

_

み
，
.

て'
同
：冉

に

分

ち

此

事
®

に
深
き
注
意
を

'
肉
け
て
ゐ
：る
：の
奢
發
媒
し
ね
。；
而
し
ザ
私
は
此
の
兩
勞
働
.分 

離
の
：趨

勢

に「

就
い
^

も
又
H

ff
l

學
會
雜

«

第
こ
十
卷
簿
九
ま
に

^

場
锏
度
を
特
徵

«

t
 

:
る
：
®
 

本
主
：義

0
.
巡(

展

丨

と

し

を

：論
'述
U

X

:お
い
ん
^̂ 

V

:
"
. 

.

.
~

經
.

營

は

释

働
0

合
_

的

龃
«

で

あ

る

？

統

，
：
一

:

的
意
：：思@
_

^

經
營
：は
生
活
：共
同
體
華
他
あ
經
濟
中
內
部
培
於
ぜ
特
定

〗

のI

經
i

f

爲
：M
:
不

合

理

に

行

，
は

れ

：
：
て 

ゐ

石

こ
f

を

發

戽

し
-向
6
,曲

等

の

：
多
數
：の
：«

濟
|:
.代
つ
-
て

此

，
の
：
行
.爲

を

，
合01
的

に
§1
«
,
し
、而 

し
て
、其

經

濟

待

爲
2?
致
ソ
：
有
效(

に
行
は
.
ん
：过
す
る
の
：承

：あ
か.。：

然

る
：：

は

师

の

經

營

ぎ

成(

を
可

笫
ニ
十

U

饴

a
H

,

三)

分
業
組
織
ミ
し
て
の
經
镂
槪
命
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第一

一輿 

I
I、

ぐ
合
理
的
K

活
：動
せ
ん
が
爲
め

a

は
同

T

行
爲
を
大
最
に

.

嘮
む
.
.

必
：要
が
あ
る
。

成
る
可
ぐ
多 

數
の
人
の
爲
め
に

.

.

同
'.
1

活
動
を
な
さ
な
け
れ

.

ば
•

な
ら
ぬ
P

然
ら
ば
經
營
は

*

の
經
.營
勸
務
を

-：

0

要
す
る
似
の
；
&

-

濟
を
支
.

配
す
.

る
，〕

あ
炉
出
來
る
か

s
S

ふ
ぐ
し
普
_

通
'
.

の
場
合
に
は
之
が
出

^

な
：':
い.
0

で
あ
^

。：：換
言
^

_

成
•

經
.

營
.
_

思I

は

自

巳

鐘
.

性
.

に
基
き
其
活
®

を
.

合
理
：的
な
ら
：し 

、

め
ん
：
S

す
る
も
其
^

は
'

勸
：務
”

の
需
.

®

者
.

に
は
及
_

ば
な
：い
の
で
あ
る
ダ

I

f

の.
力
：は
r

只
®
營
內
郎 

の
活
®

を
.

支
配
：し
得
'

る
に
.

過
ぎ
«

い
：Q

で
あ
な
。
此
の
.

#

果
ご
し
で
若
^

經
營
其
物
の
«
造 

を
造
.

る
®

神
的
勞
働
S

、其
經
營
體

©

定
：条
れ
へ
る
a

)

容
さ
：親
#

の
下
に
働
ぐ
'

掠
術
的
；勞
働
运
を 

同

1

人
が
擔
赏
す
る
場
：合
、換
霄
す
，れ
ば

：

r

 

:l' 

人
：經
_
.
の
為
合

併
へ
.

は

彼

は

小

僧

海

置

か
：：

♦

、番
.

入
'

も
，置
；か̂

い
、從
つ
て
遠
ぐ
に

0

0

を
求
め
る
，こ

ビ

が
，出
來 

な
い
、出

，，

來
1

て
も
.

其
.

の
提
供
す
る
：
#

物
及
び
：，
®

務
が
不
廉
な
爲

.

め(

に
；：何

本

も

餘

を

相

：手
ど
し
な 

(,

十
も
彼
は
其
購
入
を

55
©

す
る
>」

2

が
出
.
'

來
'̂

い
こ
タ；レ
が
あ
る
。ノ
而
も
與
不
廉

.

な
：：̂
a

,

*

.
 

か
其
活
動
.

の
能
.

*

:

が
Jt

が
ら
な
い
.

爲
：め

で

あ

.6
揚
，合

(?
该
此
;0

へ經，營
.

破
.

合
a

化
す
る
*:
.

も
；有 

カ
な
る
.

方
法
は
前
述

0

兩
：勞
働
を
分
_

し
、而

じ

て

兩

勞

：働#

校
技
*

：的
_

働
は
：
31
に
0

»々

0

し
て
之
を
分
業

i

ず
る
！：£

ぁ
る
？
；
'

即
i

各
：^

#

そ
^

€

れ
同
.

ー̂
:

勞
働
秦
反
«
_
り
返
へ

.

す
組

.織

V」

す
る
の
で
あ

る

。

而
も

そ

はX

經：：

營
內

.部

.の
：
勞

の

ハ

分

；割

で
-
ぁ
：
る
：か
.ら
し
て
、經
營
葸 

思
は
自
由
に

 

'之

^

*
行
し
得

' 
る
の
で
あ

‘
9

然

る

に

一
人
經
：：營
：に
於
そ
は
之
：が
出
來
な
い
、則

.

.

ち
一
人
經
營
は
そ
れ
自

®

の
內
に
同
一
行
爲

.

0

反
«

な
.

る
.

余

理化
：：

の
：
戚

則

に
•

合

致

せ

：
ざ

.
ろ

要
 

素
を
念
ん
で
ゐ
る

'

の̂

，あ
る」

:'
0

q

A

M

f

k

分
.

：業
.

勞
，働
を
行
ふ
'

に
際
し
自
&'

の
活： .

®;

を
：自
_

 

に
統
：制

し

谷

目

的

：

.

に
驗
_

:

^

得
务
點
に
.

於
.

て.
經
#

ゼ
あ
る
”

 

.

上

：に

於

で

、換

會

す.
れ

ば

統

：制
，.し
得
な
他
た
の
勞
飾

.を
有
せ

.ざ
る

^

:̂
於
，
幼

»

钇

^̂
^

る
斤

則

內

部
；に
：
.

：支
：酤.
統
僩
：
6

:得

:

る
施
備
及
び
勞
働
を
有
せ
ざ
る
經
營
は
共

.に
幼

「

稚
、
2

經
、
 

營
セ
あ
る

，

.
,
'
.
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つ
の
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働
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織
；で
あ
る
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®

#
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つ
ゆ
•

行
爲
を
出
來
得

.

る
限
ぎ
り
分
析
し
て
數
多
の
行

.

爲
：匕
U 

し
、典
の
數
多
の
行
爲
を
各
人
於
分

.

釋
じ
で
其
内
办

4

.

つ
の
行
瀹
を
蒐
賴
し
て
行
ふ
な
も
を

®

求
ず
な
ぅ

例
.，：

へ：ば

X'
ど
云
ふ
行

.爲
暴
減

b
:ビ

01
ノ
の
連
續
せ
る
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‘爲
ょ
り
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.
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梓
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3 

經
營
ょ
ぅ
^

合
：理
的
で
.

％
ぃ
ぅ
丽
し
て
此
の
ギ
を
行
ふ
經
營
に
於
て
典
勞
働
を
只

1

が
な
.
 

す
&/

合
{

は
.

彼
(7
)

:

勞
儆
行
程
は
•

次
の
如
ぐ
な
.

る
。

a
 

b

 

c
 

d

に
て

I

つ
、の
行
爲
を
究
ぅ
し
、次 

い
古
、
a
 

b

へ0
¥

あ

籁

讀

囘

：目
：ゆ

移
\

11
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營
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。
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藓
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營
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營
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營
れ
离
に
灾
な
か

-

つ
の
經
營
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篤
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又
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營
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又
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膦
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營
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到
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條
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蜂

一

:

>̂
.

の
«

V」

が
出
來
る
の
で
あ
る
。

則
ち
上
に

r

つ
の
統

t 

的
：意
M

M

あ
っ
.

I

 

■

て
の
勞
働
を
意
識
的
に
計

«

的
に
統
制
し
て
ゐ
る
か
ら
で

J

。

而
.[>
て
，_

m

#
A;
#
®

:

穿
た
^

ぅ
に
、分
業
は
.

利
用
す
る
漭
の

'

範
圆
の
大

.富

ょ

っ、
p

3t
_

#

を
我
ほ
す
：る
：も
ゆ
で
あ
る
。、

然

夺
(-
炖
の
：
#

外
突
涉
は
.
.

普
.

：通
：の
ハ
狀
遍
に

.
'

於
て
：峰
經
#

貘
妈
0

::
_

統
：制

力

の

及ば
な
い
,

所
.

で
•
る
こ
 

<

 

墙
腺
述
し
た
所
で

.

取

，

然
る
に
’

經
，營
存
經

#

li
l

j

に
か 

力
る
枝

#

上
の
：
枸
.朿

蘭

係
_が
：あ
る
時
は
義
ヤ

「
的
意
思
は
、
;|
1

0

も
：馨
營
0「

提
供
す
る
財

«

及
び
»

務

を

利

用

す
.
る

人

免
.も

統
»

丈
.
'る
へ
ご
^

が
出
，來
；る‘
道
®

で
.あ
^

て
、則
ち
一
っ
の
經
營
に
部

、

て
云
へ
は
其
の
海
夢

'

息
_
.

思
は
輿
に
內
部
爾
係
の
み
な

“

外
部
關
.

係
，.を
も
'

統
制
、支
配
す

る

一)

>

が
出
旅
る
の
.

f
-
-

の
點
技
於
.

て
寫
_

「

的
：に
美
^

^

^

^

I

f

t

t

l

l

i

f

p

l

i

l

i

l

8

i

i

i

l

i

i

l

i

8

l

i

i

i

g

l

l

l

i

l

i

g

l

l

l

l

t

^

,

6

£

.

-

-

r

l

'

 

-
F
- 

E
r
_
,
£ 

, 

i

i
 

_ 

.

.

.

.—1

.

.

. 

-

t

e

化

：
が

翁#

A

な
！
る0

で
.本

る

表-
.
:桦
0

.
软

：
に_

營

，
の：
; ^
^

み
へ
を
，
目
_

?

せ
.
：'

^

®

:に
V:
I

大
■
.

る
夯
轉
營

：

意

嵐
.

を

作
.

之
-

に
：
i

 

.つ
！
て

外.邵

關
«

を

も

合

：：

a

化
.

せ
•
ん
： 

,i

珍

る

：，

Q
:

#
.

あ
.
る
り
：，
近
：
世

善

：同
，
運

—

な
：.

な
： .い
：
.

の.
.
’

*

：る
け

)

'
';
'

- 

M
.
.
. 

:
:
'.

ン
'
く
i
.

:

,

.

,

:

:

. 
' 

:

然
る
に
今
典
の
經
參
經

.

，濟
.

を
更
.

に
發
達
せ
し
め
て
行
ぐ
時
は
終

^

.

に
，於
.

て
吾
人
は
：今
日

_

の
.
 

全
_

民
_

癆
0

鈕
織
が
統

I

的
意
組
に
基
ぃ
て
意
：
_

的
.

，に
統
制
せ
ら
れ
る

,.

こ
ミ
に

想
：：

到
す
る
o 

’

換

看
•!
'

#

ば
：&

■

會
，的
座
^

力
.

，の
-

、分配
'
-

は
勿
論
へ
生
摩
®

給
，の
-

方
法
孝
で
統
制
せ

I

れ
：'
る
：や
，
に
'
.
 

な
。る
，作
士

;^

思
‘

考
上
.
.

に
考
：へ

；；

る
i

ど
が
出
來
る
。

此
、の
，際
全

.

社
會
の
，經
-

濟
、は
：<
經
營
經
»

0

,蹿 

則
歷
ょ
a

T

®

識
的
に
計
'»
>

ら
れ
‘

た
.

^

.

.

の

，
で

、
あ

.

る

が

、
此

の

、
，
場

合

.
で

_
名
®

人
は
之
を
拿
營
？ 

ぶ
.

が
，主
！t

ふ
問
®

:

が
起
；r

?

て
來
る
。

か
か
る

.

經

：
‘

濟
.

社

命
.

に

於

て

も

分

業

'

し
T

.

の
.
經 

舞
^

;

あ
'

,

る_
持
:«
:

當

，
雜1:
'

:

:

^

^

經
‘營.
内
.
.

部
に
‘

於
‘

て.
：
は.
拘

，
束

的

勞

働

が

依

然

ど

：
：
し

。
て
：

.

存

、a：
す
•

る
.
 

で

あ

ら
ヲ
。
.

而
丨
も
f

此

の

分

業

..の

鈕

織i
し

て

の

.經
濟
.單位
を
經

營

年

呼

び
得
る
マ
こ
.

€■

は
，勿 

論
で
、あ
る
。
.

只「

此
；め」

經
舞
經
濟
の
股

.

則
_

に
ょ
つ
て
意
.
_

的
計
.

斑
的
に
k

.

ii
i
i
jせ
ら
私
て
/

ゐ

る
ft 

:f

經
，濟
，全

•«

を
：經
®-
'

ざ
；略
.

び
.

得
る
や
，否

や
に

就
‘

ぃ
.て
は
疑
が

あ
る
。

則
.；ち
.此
0

it

會
Q

經
...濟 

o
s
r
,
 

笫
_

 

. 
:

i:
l



第U

十
，

U

卷

(

H

.

.

1

1

0

)

.

分
勤
观
織
迖
し
て
の
.經
營
概
念

 

第.
ー|
號

!

!

5

ー
四
：

鈕
織
は
，之.
を
全
體
：
士
し.；ズ

見

れ'
ば
‘

1

つ
，
の
生.
活
.

共
.

同

體

ャ

あ.
る

こ
-

は

、
胥

人

.
が

最

初

ヴ
 

じ
た
家

族
的
.

：の
生
活
共
同
體
士
何

.

等
#
、•
な
る
所
は
な
い
。，
共
に
一
つ
の
經

.

營
'

經
濟
で
あ
る
。

.二 

.つ
の
計

*
的
統

.讳
經
濟
で

あ
る
;:
'

?

作

田

.敎

授の
.

所
謂
：：意
.

思
經
.

濟
で
：
あ
.
る
。.
.
け

れ
^
 

4
0
^
0
0 

的
.

は
其
內
•

、部
'に

あ

；
る

凡

て

の

人の：、充
M

奪
：せ

る
.
共

同

生
.®
で
あ

つ

てI

つ
の
經
濟
行
ハ

.爲
：を
ヾ

E
T
.

ぬ 

y

す
ん
る
.も
^

で
：な

い
。
ッ
ー
故
：'に
家
1

:

的
9

生

洱

共

同

體.
ミ

同

じ
.
ぐ
、©

人

は
'
之

を
«

躊

躇

，す

るa
?

る

々

蓋

，
し

：

.一

:

つ

：
の

」

經

，
濟'行
爲
を
目
-

的
t

.

't

本
分
：業
‘

鈕
卿
で
'

な
い
か
‘

で
あ 

-

る
0

:

:

但

，
：
し

其

她

營

_

濟

や̂
 

つ
の
.

經
濟
‘

行
.

爲

；の
經
濟
的
，完

成

を

目

的

：

2

す
今
經
參
經 

.
0
.
0
 

o

こ
れ
は
則
ち
經
營
で

あ
.

-̂0
.
.

則
i

.

分
_

紐
«

^

あ
.：る 

か
:;

令
で
‘

あ
^

-5
>

;

 

'
 

,

七

へ

.

.

.
I
. 

. 

一：
：

•
.
. 

,

■■
>
:
, 

:

,
丫：
 

.

>'•
•
. \ 

: ' 

.

'
斯
.ぐ
じ
セ
晋
人
は
ニ

 

)

本
.來
の

0

濟
體

(

生
，活
典
同
體

}
:

か
，為

：一一

|

一：
人
經
營
、謂

内

部

分

業

、紐

_

を
' 

有
ず
.
.

る
*

■

營
、

(
-
3
:
)

多
零
の
.

®

释
を
包
猜
.

す
：':
る
，
經
含

を

赢

：

^

、1
:

_

會
垄
；般

拳

轉

ょ
ら
統
：括
す
る
，针

»

的
統
働
經
_

6

 

及
ん
だ
、何
.

づ
.

れ
.
.
.も
：皆
經
：營

導

濟0
M

則
に 

'

よ
.

，る_

濟

鉗
_

 

:で
墙
.

る
。：
則
も
經

_

經■
で
：：あ

：：，：

る

云

ひ

得

る

で

あ

ら

う

。經
營
經

.濟
學
の
原
則
は
：此
等
丸
：て
の
場

.合

.に
或
：る

制

限

の

卞

に

應

用

：
 

せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

け
れ

W

も
余
が

.蘇
に

®:
營

i

云
は
ん
す
る
の
は
分
業

i

し
て
の
勞 

働
組
織
で
あ
る
か
ら
し
て
之
を
前
述
の

B

K
三)

及
び

(

四)

に
限
：
ら

んW

す
る
の
で
あ
る
。
囊

曲

'

は
勢
働
迸

_

の
.
.合
_

燦
於
_

導
_

念
を
し
た
か
に
で
あ

.
：る
0:
:

け
れ
ざ
も

‘
經
營
經
濟
學
ゆ
«
象

.

.

-

.
> 

.
 

.
 

.

.

. 

.

.

. 

: 

- 

, 

.

.

.

. 

:
. 

.

.

.

.

. 

、

：
.
.
. 

.

. 

.

.

.
 

- 

.

.

. 

i
- 

.

.

.

.

.

.

.

.

t

て

は3

ー

芨

び

(

四)

に

限

ら.
ん
ヾ」

す
る
の
で
あ
る
。
‘

蓋
し
經
濟
學
は
人
類
：の
共
同
生
活

0

研 

究
で
あ
る
ハ
そ
の
爲
め
に
ロ

.

ビ
ン
ソ
ン
，ク
ル
ソ
ー
の

.

«

濟
が
理
論
經
濟
學
の
對
：象

f

な
，ら
な
い 

W

词
じ
ぐ
、
！
人

經

.#
‘

も
：亦
經
1

經
：濟

學

の

：對

象$

«

な
-

ら
な
い
へ
の
で
あ
る
。

も
し

1;人
：：

經
■

©
 

を
«

籍
_

濟
#

#

對
象
'

さ
：な
す

P
 

^

南
為
き
、そ
は
經
營
經
：
.

濟
學：：

を
：以

て

金

儲

の

術'
孓

なさ
；：

ん
. 

士
す
4

見
«

ょ
：ヶ
來.
，る
も
の
で
：は
あ
る
ま
い
か
。

.

私
は
經
.
.

鸶
經
濟
-

學
.

を
以
て
釉
會
科

#

々
- 

つ
^

考
.

へ.て
«

る
。
.入
«

め
辨
_

生
：活
ー
の
-

'

1

,

形
式
-

の
：
研
；究
ど
信
.
じ
て
ゐ

「

る
。
パ

則
ち̂

の
®

t

 

は
'
獬
_

_

活
'

9
合
。理
：化

^

經
# ;
ゅ

め

た

^

#

經
#

0

必
#

.
的
：結

*
'
は
一
經
会

_

^

€ 

g

 

ニ
人

®

上
'の：人
：の
協

^

分
業
を

必

要
S

す
名
や
う
に

な
る
P

經
；營

«

思
«

此
0

施
設

：
<
 

勞
働
：

:t
針

®

的
に
-統
制
營

_

し
：
7:
行
ぐ
：の
：で
あ
る
：。

.
之
の
.r

|

つ

办

り

て

經

：營
：奪

思
'輪

#

理

化 

，
段

：： §

對

象

物

を
M
.

為
の
へ
で
'

a
る
P
:
:物

の支
：：

配

ズ
.
&
:支

，
酡

編

：
經

：
濟

.
技

«

に

：
於

げ
る
理

性

.
の必 

笫
l

l

i

w 
^

§

6

発
_
組
熾
1

文

の

經

囂

命
 

笫
：

u

弊

H
五
丨



.

•5
1

十

二

潘(
1
1
1

三)

分
業
組
織i

:
て

の

馨

槪

念

 

i

】

球

三

」

、 

リ
银..
的

結

果.
.

^

.*

る

げ

物

の

支

配

.

を

有

せ'
ざ

る

立

ん

坊

は

'

經

營

經

濟

學

の

對

象

i

な

&

ざ

る

士
 

共
y

R

物
の
み
を
肩
す

■

る
.

j

人
經
f

吾
人
.

に
於
て
は
經
營
經
濟
學

.

.

Q
:

對
：象
i

な
'ら
な
い
の 

で
i

 

■
, 

:

s

に

$
5

 

5

M

£

 

Q

 

2

關
係
に
立
つ
前
述

Q
1
1
1

&
-
0 
0

0

0

0
 

V

i

切 

織
s

 

f

る
硏
5

面
を
f

の
で
あ
る
。へ
此
の
點
は
本
來
の
經
營
經
濟
學

I

計
學
i

 

の
著
：̂

し

い

薄
I

益

：f

ぬ
o

.

吾
人
は
經
.

營
經
，濟
學
に
於

'

て
特
に
.

I

活
動
を
I

 

>A

セ
人
の
關
係
に
寒
を

#

か
ん
せ
す
•

る
も
の
で
あ
る
。

我
國

.

で
は
.

衆
京
帝
國
大
學
助

I

馬 

場

亦

產

業

經

營

學

の

對

象

を

此

の

.點
に
求
め
ら
れ
て
ゐ
る

や

ぅ

方
あ
'
.

る
。
0

同
氏
著
；
'
 

康
_

經
.

營
理
.

論
.

第
.ニ
翁
^

照)
. 

—

，

"、
:>
て
之
丨
答
へ
石
身
で
聲
し
カ
の

)

で
あ
る0
但
し
兆
間
大
阪
次
い
で
袭
で
此
の
如
題
に
關
す
る
會
合
の
席
上
多
く
の
學
洛
及

^
;

r 

’
I
の
I

I

崙

n

象
の
推

I

f

 

g
つ
n
點
で
啓
寧
备
所
装
だ
多

か
つ
た
。S

機
會
こ
於
てH

「

.

屋

,

|

S

く
f

l

義
し
を
尙
I

l

l

s

係

P

;
:
。

- 

J 

I 

•• 

• 

• 

. 

• 

'

家

.

針

調

，
査

や

結

果

，

，
：

'

高

'
城

仙

次

郧

.

.
1
-I 

. 

'
' 

• 

•
1

,
 

.
.
.
.

'

V1
-

'

'
 

:

r

:
'
:
物
ー
價

 

貨
*

^

1»
買

力
:
, 

‘

：

貨
幣
の
購
買
力
は

-

物
價

V」

反
.

比
例
1:
;

伸
縮
す

^

、

.f
e

_

;

Q
 

0

あ
.

る.
.y

レ

i
(
'
*

に
'
'

考
へ
ら
，れ
て
ゐ
名
？ 

即

ち
®
.
賣
物
.

價
指
：數
.

が
、
或

る
期
間
內
に
；、例
へ
ば
 

一0

の
#
_

を
示
し

て
ゐ
る
ど
す
れ
ば
、

ft
#

の
購
買
力
が
約

'
r

:.
s

i

l

a

少
し
て
ゐ
る
士
看

.

傲
：？
办

て

キ

''
.

'/
:

，
：
へ:

..

. 

ノ
ノ
.

此
見
方
は
、抽
象
的
に
論

1

1

1

し
い
も
の
で
.

あ
る
i

は
f

.

 

I

I

。

.

.

.
，
. 

I 

に
、今
月
の

，卸
.

賣

物

：慎

指

：數が

前

月

に

比

，
し

.

て

.
一

謂
#

騰
.'̂

き
：ゃ̂

爾

今

自

首

圓

を®

て
購
：

A
 

し
得
る
貨
物
の
分
量

k

r

l

:

欠
：月
前

〉

It
'

約
.

九
：中
養
：
f

賀
取
令
r

j

i

:

噔
出
來
た
分

®

に
；等

：

し

い
ビ

云
は
,-
'

柃
な
：い

こ

i'
!
¥

v

p
 

.

.

. 

.

.

, 

い
'

.'

.

:

へ.
.

.

：
.
,

•
• 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

.-

然
，し

¥

が

6
、物

®

-

u

«

幣
：：

0

購
買
力
士
： 

9
間

に

於

：
け

：
る_
 
一
'：
:
.

般
；：

に

輕

；め

ら

れ

た

る.«
象

：關
;.
:

係
が
、事
實
ぶ
合
致
す
る
に
は
、左

0

數

個

；
0

_

#

が
滿
.

斧

1?

れ
ば
.

な
':
£

ぬ
.0

で
あ
る
？ 

第
二
十11

,

o

i

l

s)

家
計
調
蜜
の
結
果
 

t

ー㈣


